
チームぞうさん 釜石保健所へGo！



8:59 岩手医科大学出発



10:27 道の駅『風の丘』にて情報収集

●家屋倒壊あり
●ライフライン

電気×、水○、ガス使用していない
●火災など二次災害なし
●道路状況

国道340号、県道35号 通行止め
●他機関

自衛隊が来るらしい
●その他

地区センター、市民センターに被災者が
集まっているらしい

●ニーズ
水、食料の支援
傷病者への医療支援

⇒岩手医科大に報告



12:00 釜石保健所到着

１番到着！ハラハラドキドキ…本部立ち上げ！

ライティングシート切れ!?

３枚で終了…
中身まで確認しなかったぁ⤵⤵

まさかの～!!



大混乱のまま後着隊到着…

他チームのリーダーを集めて協議
⇒ 活動方針の策定、チームの分配

【活動方針】
●医療機関のニーズの把握
●避難所のニーズの把握

【保健所担当者より情報】
●保健所の状況

電気△自家発電、水△貯水、ガス：×
●釜石地区の状況

電気×、水×、ガス×
●道路状況

国道45号両石駅・松原町交差点：通行止め
三陸道：通行可能

●他機関
自衛隊、消防が救助活動している

●医療機関等の情報
県立釜石病院（災）：連絡取れず
国立釜石病院：多数傷病者来院
大槌高校：大きな避難所ができている



初動：情報の錯綜と本部の混乱…

ミーティングを繰り返しチームの立て直しを図る

役割分担の見直し
活動方針の見直し

未解決問題への対応

情報共有
情報の整理



レイアウトの重要性！

before

after

リーダーがホワイトボードの
情報を確認するために本部内
を走り回る…

１カ所から全体が見渡せる
ように変更



活動内容 釜石二次医療圏のニーズの集約①
【医療機関のニーズ】

●医療ニーズ：患者搬送依頼、医療チーム追加
●物資ニーズ：酸素ボンベ、自家発電燃料、食料、飲料水、医薬品

↓↓
釜石保健所への調整依頼
 食料・飲料水 ⇒ ファミリーマート、イオンとの協定あり
 医薬品 ⇒ 薬剤師会と連携し調整可能
 搬送車両 ⇒ 消防署、バス会社と連携

岩手県庁災害対策本部への調整依頼
 搬送先選定 ⇒ 医療圏外への搬送依頼
 空路搬送の可否
 医療チーム追加派遣
 酸素本ボンベ、自家発電燃料

災害医療コーディネーターの助言

県立釜石病院：重症6名
国立釜石病院：重症2名
大槻高校：重症1名

今後の医療ニーズ
を考えて、なんとしても
域外搬送するべき



活動内容 釜石二次医療圏のニーズの集約②
【避難所のニーズ】

●衛星管理：トイレ、段ボールベット
●保健師が巡回するための車両
●傷病者の搬送依頼
●医療チーム派遣
●救護所の設置依頼

↓↓
釜石保健所への調整依頼
 傷病者の搬送 ⇒ 消防署、タクシー会社と連携
 救護所 ⇒ 保健所敷地内に救護所を設置する場所を提供していただく

岩手県庁災害対策本部に調整依頼
 トイレ、段ボールベット
 保健師の車両
 医療チーム追加派遣



活動内容 避難所のアセスメント
●保健所より避難所一覧を入手

一覧の作成しライフライン・衛生状態を把握
⇒医療ニーズ・物資ニーズの予測
⇒今後の医療班派遣プランの策定



【C：指揮系統】
●役割分担：混乱したまま活動開始したため不明瞭に…

【C：情報伝達】
●クロノロ：情報のやりとりに追いつかず記載漏れが多々あり…
●プロブレムリスト：抽出しきれず、未解決なものが置き去りに…
●情報収集：必要な情報の判別が難しく同じやりとりの繰り返し…

振り返り

【A：評価】
●ミーティングを繰り返したが、チーム内での情報共有が難しかった…
●行き詰まった時の『次の一手』が思いつかなかった…

【S：安全】
●経時的な確認ができなかった



ありがとうございました
始終パニックの
リーダー12時間書き続けた

クロノロ

スーパー連絡係
（兼おかーさん）

救護所アセスメント
情報をまとめ上げた
スーパー通信係

頭脳派
サブリーダー

根拠を求める
医療ニーズ担当

3日間行動を共
にした団結力


